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1. 本研究会について



組織内起業家研究会について
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研究テーマ：

「組織内起業家」人材の行動特性、スキルセット、左記人材が活躍できる組織とは？

研究会幹事

部会長 斉藤 学氏（スカイライトコンサルティング株式会社）

副部会長 早川 晃氏（アイエックス・ナレッジ株式会社）

研究会概要・方針

社会課題の解決に繋がる実テーマベースで考える。

イノベーションを生み出すためのアイデア・手法を積極的に取り入れる。

自社事業・自分の業務経験と離れたところから考えてみる。

関連するゲスト講演や事例研究通じて基礎知識を高める。

疑似事業プラン作成プロジェクトを体験する。



2022年度活動方針
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過去2年間の活動

1年目：事例研究、ビジネスモデルキャンパス
（BMC）

2年目：事例研究、グループ調査研究

2022年度活動方針

3年目は研究会で実際に新ビジネス立ち上げ検
討をしたい！

“Withコロナ”でリアル（会場に集まって）
に議論できる機会を是非作りたい！



参加メンバー
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参加企業No

スカイライトコンサルティング株式会社1

アイエックス・ナレッジ株式会社2

株式会社ＩＨＩ3

アイティアクセス株式会社4

旭化成株式会社5

パナソニック株式会社6

NECソリューションイノベータ株式会社7

シナネンホールディングス株式会社8

株式会社中電シーティーアイ9

2023年度は17社が参加しました。

参加企業No

日本製鉄株式会社10

東日本旅客鉄道株式会社11

第一生命情報システム株式会社12

アルファテックス株式会社13

株式会社ＪＡＬインフォテック14

株式会社プライド15

株式会社読売新聞東京本社16

株式会社東レシステムセンター17



全体会スケジュール案
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グループ討議全体テーマ開催形式開催月回

研究会方針説明
メンバー自己紹介

キックオフ・メンバー顔合わせ
（お互いを知る）

会場6/22（水）第1回

前半：全体レク
後半：グループ討議

解決テーマの仮設定（自社・自身
のできる／やりたいことを整理）

オンライン8/5（金）第2回

前半：全体レク
後半：グループ討議

「ユーザーニーズ」と「ソーシャ
ルインパクト」を考える

会場
※日帰り合宿

10/1９（水）第3回

前半：事例研究
後半：グループ討議

新ビジネスの骨格を考える（デジ
タル技術で解決できること）

オンライン11/2９（火）第4回

講演振り返り・意見交換事例研究（ゲストとの意見交換）オンライン12/1６（金）第5回

BMCの作成ビジネスモデルを考えるオンライン1/18（水）第6回

BMCの作成
グループ発表

ビジネスモデルを考える
グループ発表

会場3/9（木）第7回



2.今年度の活動紹介



そもそもイントラプレナーとは？
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新しいビジネスを組織内で立上げる際にその役割を担う人材

軌道

資金

人材

意思決定

アントレプレプレナー イントラプレプレナー

ホワイトキャンパス 組織のビジョン・戦略

知人やVCから資金を調達

知人やコネで人材を調達

自ら意思決定

CFOから資金を調達

HRから人材を調達

社内プロセス、ルールの対応

デジタル時代の「社内起業家育成法」（大前研一著）より



全体会での活動
10

Purpose

実現したい
未来を共有する

Sympathy

共感と真のニーズ
を認識する

Technology

デジタル技術で
変革を促す

Modeling

ビジネスモデル
を考える

• バックキャスティング

• SDGs

• ビジネスモデルキャン
パス（BMC）

• ペルソナ分析

• 共感マップ

• インサイト（洞察）

• DX

• デジタル・ディスラプ
ション

• 自分自身が解決したい
身近な社会課題（普段
からリアルに考えられ
るか）

• 個人自身が「いいね」
「あればいいな」
「できたらいいな」
と思えることか？

手
法

視
点

ス
テ
ッ
プ

• デジタル技術を利用が
社会や市場の慣習、制
度、行動様式の刷新を
促すか？

• 社会性と経済性が両立
できるか？

• 持続可能な事業として
成立するか？

研究会活動を通じビジネスアイデア創出手法の検討を行います。



ビジネスモデル分析ツール
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主要
パートナー

ビジネスに必要なパート
ナーは?

主な活動

価値提供に
必要な活動は?

顧客への
提供価値

顧客にどんな
価値を提供するか？

顧客との
関係

顧客とどんな
関係を作るか？

顧客
セグメント

価値を提供する顧客層は
?

コスト

価値提供に発生するコストは？

収入

価値提供に発生する収益は？

主なリソース

価値提供に
必要なリソースは?

流通チャネル

価値提供の
チャネルは?

ビジネスモデルキャンパス（BMC）



検討の進め方
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Purpose

実現したい
未来を共有する

Sympathy

共感（いいね！）
真のニーズ

Technology

デジタル技術で
変革を促す

Modeling

ビジネスモデル
を考える

全
体
会

グ
ル
ー
プ

ス
テ
ッ
プ

全体ワーク

グループ討議

グループ討議
（対面/Zoom）

オンラインでのグループ討議（Slack）

全体ワーク

グループ討議

全体ワーク

グループ討議

全体ワーク

グループ討議

＋

全体発表

グループ討議
（対面/Zoom）

＋

グループ討議
（対面/Zoom）

＋

アイデアのまとめ
（対面/Zoom）

＋

研究会活動はオンライン・オフライン双方でのハイブリットで進めました。



第１回研究会（会場開催）
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日帰り合宿（第３回：会場開催）
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事例研究（第5回：オンライン開催）
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清水建設株式会社：建物OS「DX-Core」（講演者：越地様）

PM Award2022「JUAS DX賞」受賞

建物内の設備やIoTデバイス、各種アプリケ
ーションを容易に連携・制御できる建物運
用デジタル化プラットフォーム機能を備え
た建物OS（オペレーティングシステム）「
DX-Core」を開発。

DX-Coreを介することによって、設備更新
や新たな設備の導入時に連携の仕組みごと
つくり変える必要がないため、容易にバー
ジョンアップを図ることができ、常に最新
のビル機能を維持することができる。

サービス紹介ページ：https://www.shimz.co.jp/engineering/solution/dxcore.html



成果報告会（第７回：会場開催）
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3.グループ調査研究成果



調査研究成果概要（ビジネスアイデア）
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特徴的な点ビジネス概要ビジネス名チーム名ID

• 実現可能性を重視した調査・検証の
実施（ニーズ調査からサービス検証
までを実際に実施）

• スポーツ以外の領域への横展開も視
野に入れた将来構想の検討

競技・練習中の様子を動画
撮影・分析することにより
上達をサポートするサービ
ス。

Sport Visual Aid
スポーツに一人でも
上達できる機会を

目指せ
クラファン

A

• 「キャリア」ではなく「ライフスタ
イル」の充実を重視。

• 提案ではAIを活用した実現イメージ
をマッチング分析画面そのシステム
実現案まで提案。

人中心の働き方を実現する
デジタル求職・求人サービ
ス。スローガンは「あなた
に最高の“ライフスタイ
ル”を提供」。

～天職に転職～
てんしょくん

継続
ペンギン

Ｂ

• 「働き盛り世代の老後に希望を」と
いう社会課題を意識した提案

• ニーズ調査アンケートの実施
• 研究会の検討ステップを意識した調

査研究の実施

AIメンターによるライフプ
ラン提案
セカンドライフのイメージ
をメタバース上で再現

SINIMAGIWAｎｅｃｏＣ



Team A「目指せクラファン」
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ビジネス概要（チームA発表資料より）



Team A「目指せクラファン」
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ビジネスモデルキャンパス（チームA発表資料より）



Team B「継続ペンギン」
21

ビジネス概要（チームB発表資料より）



Team B「継続ペンギン」
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ビジネスモデルキャンパス（チームB発表資料より）



Team C「ｎｅｃｏ」
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ビジネス概要（チームC発表資料より）



Team C「ｎｅｃｏ」
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ビジネスモデルキャンパス（チームC発表資料より）



4. 2022年度の振り返り



研究会に対する満足度
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今一つ普通よかった質問

028研究会で取り上げたテーマ設定

127研究会の進め方

046研究会メンバーの人数

145研究会開催時間（基本2時間）

037研究会開催回数

どちらともいえない概ね満足満足質問

343研究会全体の総合的な満足度

検討中参加しない参加したい
（オンラインなら）

参加したい
（オンライン・会場参加関係なく）

質問

4132研究会に参加したいですか



改善提案
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全体ワークで紹介された手法、考え方を活かせなかったと感じた。もっとこの部分を手厚くし

ても良い。

基本となるチームビルディング、グループワークのお作法について簡単にナビゲーションがあ

るとよい。

顔合わせの機会が多い方が良い。 ある程度所在地を考慮したチーム編成をできると良いのでは

ないか。

研究会で有償のヒアリングサービスを研究会で利用できれば有効だと思います。

面白いアイデアがあれば、JUAS参加の会社からお金を出資してもらうような仕組み（基本は

固定のメンバーとなり、手弁当でやるだけでは、刺激が少ないから）



2023年度研究会のご案内
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テーマ：イントラプレナー人材の行動特性、スキルセット、左記人材が活躍できる組織環境の研究

・部会長 西村 公児（NECソリューションイノベータ株式会社）

・副部会長 佐藤 佳子（パナソニックコネクト株式会社）

《研究会概要・方針》

新規事業開発において必要となる「イントラプレナーシップ」を社会課題の解決に繋がる実テーマ
ベースで考える。また研究会の活動でもイノベーションを生み出すためのアイデア・手法を積極的
に取り入れる。自社事業・自分自身の業務経験と離れたところから考えてみる。を研究会における
活動方針とする。なお、202３年度の活動の柱は以下の通り。

１）先進企業担当者によるゲスト講演の開催

２）国内外の新規事業事例をビジネスモデルの視点からその成功要因を分析する

2023年度は幹事団・内容をリニューアルして開催予定です。
詳しくは研究会の募集要項をご確認ください！


